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正しい膜構造の理解からとらえなおす

ヘルニア手術のエッセンス

早川哲史
刈谷豊田総合病院副院長

　外科学の黎
れい

明
めい

期から今日までに変
わることのない大原則は，正確な解
剖の理解です．われわれ外科医師が
安全で質の高い手術を行うためには，
過去の歴史の真実をひもとき，正し
い解剖を認識した手術手技を完成さ
せなければなりません．近年では従
来認識できなかった腹壁解剖も次第
に解明されており，内視鏡外科手術
の導入により手術法や手術手技もさ
らに多様化しながら変化しています．
鼠径部や腹壁ヘルニアは個々の症例
ごとに手術前の状態や解剖の状況が
異なり，完全に定型化した手術が行
えないことが多々あります．基本的
な腹壁解剖を熟知した上で，個々の
症例に見合ったヘルニア手術を完遂
させ，患者様にとって短期的にも長
期的にも高いQOLが維持できる手
術を提供する必要があります．
　わが国で 1990 年代に内視鏡外科

ヘルニア修復術が開始された当時は，
不鮮明な暗い 2次元画像による手術
でした．現在では鮮明な高解像度画
像や 3D 画像の手術が可能となり，
鼠径部や腹壁解剖が腹腔内から解明
されつつあります．これまで認識で
きなかった微細な膜構造や神経・血
管走行が認識できる時代となり，
数々の新しい知見が得られています．
それに伴い，多彩な解剖学的用語や
数々の解剖認識についての相違が報
告されています．今後この異なった
用語を統一する方向で検討しながら，
正しい腹壁解剖を認識した術式を普
及させていくことが重要です．この
20 年以上の歴史の中で腹壁ヘルニ
アに対する内視鏡外科手術での手技
は大きな変遷が見られますが，まだ
まだ質の高い手術手技が普及してい
るとは思えません．2014 年の診療
報酬改定により日本での内視鏡外科

手術数も大きく増加しています．今
後ますます多様化していく鼠径部や
腹壁ヘルニア治療の手術手技に向
かって，若い外科医師はさらなる努
力と勉強が必要となります．
　本書は過去の多数の文献を正確に
ひもとくことで，鼠径部や腹壁の解
剖を詳細に記述し，手術手技や歴史
も解説した一つの重要なバイブル的
教科書といえます．若い内視鏡外科
医は本書のような教科書を熟読し，
過去から引き継がれて発展してきた
手術手技や解剖を十分理解し，現在
も解明されつつある新しい知見を得
ながら，さらに新たな時代を開拓し
ていただきたいと思います．
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